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研究成果概要 
	 ハイパーカミオカンデ実験は世界 12 ヶ国による共同事業計画であり、東京大学宇宙線

研究所と高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所を実施中心機関とします。両

機関はハイパーカミオカンデに関する協力の協定を締結し、外部国際諮問委員会を設置

し、計画の具体化に向けた検討を進めて来ています。現在検出器設計と国際役割分担、

建設スケジュールがほぼ固まった段階で、早期予算措置と実験実現を目指しています。	 

	 スーパーカミオカンデの約 10 倍（有効質量約 19 万トン）の水槽に超高感度光センサ

ーを約 5 万本備えた、超大型地下水チェレンコフ実験装置を神岡町に 2 基建設する、核

子崩壊・ニュートリノ実験計画であり、ニュートリノ振動の全容測定や核子崩壊現象の

発見を通して、大統一理論などの次世代の素粒子理論の解明に挑戦します。さらにニュ

ートリノの CP 対称性の破れの発見・測定を通して、宇宙の反物質が消えた謎にせまり、

宇宙進化史の新たな知見を得ます。またニュートリノをプローブとした超新星爆発や太

陽の観測により、天体進化や重元素合成の歴史の理解も深めることを目指しています。 
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